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新潟県社会福祉協議会
新潟県長寿社会振興センター
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● 県勢15種目ねんりん「えひめ」全国大会へ
● シニアカレッジ３会場カリキュラム順調
● 県北豪雨１年、被災者に添う支援相談員
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越
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８
強
以
上
を
目
指
す

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

県
選
抜
チ
ー
ム
監
督
兼
交
替
選
手

丹
内

幸
雄
さ
ん
＝
関
川
村
＝

男
性
４
人
・
女

性
３
人
の
選
手
は

県
内
各
地
在
住
の

た
め
、
月
１
回
の
目
標
で
合
同
練
習

し
て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
メ
ー
ル
で
意

思
疎
通
を
図
り
、
意
気
は
合
っ
て
い

る
。
ダ
ブ
ル
ス
の
選
手
が
力
を
合
わ

せ
れ
ば
、
実
力
以
上
の
結
果
に
つ
な

が
る
の
が
団
体
競
技
の
魅
力
だ
。
競

技
経
験
者
も
多
く
、
ベ
ス
ト
８
以
上

を
目
指
し
た
い
。

チ
ー
ム
一
丸
ま
ず
１
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

三
条
清
流
ク
ラ
ブ
代
表
兼
選
手

小
杉

節
雄
さ
ん
＝
三
条
市
＝

わ
が
ク
ラ
ブ
は

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
常
連
で
、
え
ひ

め
大
会
が
９
回
目
と
な
る
。メ
ン
バ
ー

17
人
は
週
に
２
度
、
集
ま
っ
て
練
習

し
て
い
る
。
今
年
２
月
の
屋
内
練
習

の
直
後
に
は
70
代
半
ば
の
監
督
が
急

逝
し
、と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。「
に

い
が
た
ね
ん
り
ん
」
で
は
、
監
督
の

思
い
を
胸
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

戦
い
県
代
表
に
な
っ
た
。
そ
の
勢
い

で
全
国
で
も
１
勝
を
目
指
す
。

最
善
尽
く
し
て
楽
し
む

弓

道

県
選
抜
チ
ー
ム
監
督
兼
選
手

保
苅

勝
さ
ん
＝
新
発
田
市
＝

試
合
は
団
体
戦

で
、
５
人
が
28
㍍

先
の
的
を
狙
い
、

的
中
数
を
競
う
。
に
い
が
た
大
会
の

成
績
な
ど
で
決
ま
っ
た
選
手
は
下
越
・

中
越
在
住
の
女
性
１
人
、
男
性
６
人

で
、
月
１
回
、
合
同
練
習
を
重
ね
て

き
た
。
精
神
鍛
錬
と
精
神
統
一
が
求

め
ら
れ
る
競
技
だ
が
、
全
国
大
会
で

は
最
善
を
尽
く
し
て
け
が
や
故
障
に

注
意
し
、
試
合
を
楽
し
み
た
い
。

大
会
出
場
サ
イ
コ
ー

太

極

拳

チ
ー
ム
天
地
人
監
督

松
井

和
代
さ
ん
＝
上
越
市
＝

三
和
太
極
拳
協

会
に
所
属
す
る
８

人
が
出
場
、
７
人

で
団
体
演
武
に
挑
む
。
ベ
テ
ラ
ン
ぞ

ろ
い
で
、
監
督
と
し
て
は
選
手
が
無

理
な
演
武
で
故
障
し
な
い
よ
う
目
配

り
し
た
い
。
一
方
、
選
手
の
達
成
感

も
大
切
で
、
そ
の
両
立
を
目
指
し
て

調
整
役
に
徹
す
る
。幻
の
大
会
も
あ
っ

た
の
で
、
出
場
で
き
る
だ
け
で
サ
イ

コ
ー
。

出場選手抱負 出場選手抱負ねんりんピック えひめ2023

に

い

が

た

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

▲ゲート
ボール

　＝５月
25日、三

条市
▲ゴルフ

＝５月30
日、新潟市

秋葉区

▲弓道＝５月14日、弥彦村

▲ペタンク＝６月４日、柏崎市

▲ダンススポーツ
　 ＝５月14日、新潟市
中央区

ソフトボール▶
＝５月13日、燕市
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区分 種　別 １　位

テ
ニ
ス

新
潟
県

男
60歳以上 窪田　和幸 横山　徳義
70歳以上 小黒　恒男 二宮　修一

女 60歳以上 滝田オトミ 山本奈緒美

新
潟
市

男
60歳以上 五十嵐重智 伊藤　孝幸
70歳以上 生田　省悟 福本順三郎

女 60歳以上 櫻井士生子 佐藤　明美
バウンドテニス 新潟県 佐藤　孝男 内山志津子

ソフトバレー
ボール

新潟県 杵柄SSD（長岡市）
新潟市 新潟柳都フレッシュ（新潟市）

ソフトボール 三条清流クラブ（三条市）

ダンス
スポーツ

スタンダード 長澤　良典 長澤　光枝
ラテン 首藤　良夫 首藤　綾子

弓 道
新潟県 大原　　薫
新潟市 安倍　邦範

ゲートボール 5000（五泉市）

卓
　
球

新
潟
県

男
65歳未満 古川　裕明
70歳未満 霜垣　文雄
70歳以上 田代　盛一

女
65歳未満 滝沢美也子
70歳未満 中島千恵子
70歳以上 本間美知子

新潟県混合ダブルス 勝野　俊幸 遠藤　美子

新
潟
市

男
65歳未満 水上　俊昭
70歳未満 中山与志男

女
65歳未満 吉田　　潤
70歳未満 小林　園江
70歳以上 平原さと子

合同混合ダブルス 三浦　　洋 土佐　節子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

新
潟
県

男 60歳以上 佐藤　　晃 武石　勇司
女 60歳以上 鈴木　明美 小林寿美子

混合 髙橋　芳光 中島　潤子

新
潟
市

男 60歳以上 太田　孝二 小川　　伸
女 60歳以上 小林　真弓 小川　則代

混合 高野　利之 佐藤真知子

ゴルフ
男

60歳以上 小濱　則義
70歳以上 井部　充夫
女 原田　雪枝

総合の部 佐々木　正
ペタンク 柏崎中央A（柏崎市）

第28回にいがたねんりんピック

競技成績 （１位のみ）
　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活
力
あ

る
長
寿
社
会
を
築
く
こ
と
を
狙

い
に
、
第
28
回
「
に
い
が
た
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」（
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
の
主
催
、
新
潟

県
・
新
潟
市
な
ど
共
催
）
が
５

月
３
日
、
新
潟
市
東
区
の
市
庭

球
場
で
の
「
テ
ニ
ス
」
を
皮
切

り
に
ス
タ
ー
ト
。
計
11
種
目
の

熱
戦
が
６
月
４
日
ま
で
県
内
各

地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

（「
競
技
成
績
」
の
表
参
照
）。

　
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
」
は

10
月
に
愛
媛
県
で
開
か
れ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
全
国
大

会
予
選
を
兼
ね
ま
す
。
新
潟
県

選
手
団
は
今
年
、
昨
年
よ
り
２

種
目
多
い
、
計
15
種
目
に
約

１
１
０
人
が
出
場
予
定
で
す
。

　

全
国
大
会
に
は
今
年
「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
」
種
目
が
新
設
、
県

選
手
団
も
出
場
し
ま
す
。

　

予
選
会
を
通
じ
「
卓
球
」

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」「
弓
道
」「
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
」「
ゴ
ル
フ
」
な

ど
10
種
目
の
代
表
チ
ー
ム
・
選

手
が
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
「
マ
ラ
ソ
ン
」「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
も
競
技
団

体
推
薦
で
代
表
を
決
定
。「
太
極

拳
」「
剣
道
」
は
昨
秋
の
第
27

回
「
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
」
結

果
か
ら
代
表
を
選
び
ま
し
た
。

　

第
35
回
「
全
国
健
康
福
祉
祭

え
ひ
め
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
愛え

顔が
お

の
え
ひ
め
２
０
２
３
）」

は
10
月
28
〜
31
日
、
愛
媛
県
内

で
開
か
れ
ま
す
。
昨
年
の
神
奈

川
大
会
で
は
小
千
谷
市
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
全
国
優

勝
。
今
年
も
県
勢
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

県
選
手
団
15
種
目
「
え
ひ
め
」
へ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
続
け

昨
　
年

全
国
V

※第28回「にいがたねんりん」の「剣道」「太極拳」は10月に実施。
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で活かした割安な保険料スケールメリットを活かした割安な保険料でスケールメリットを活かした割安な保険料で活かした割安な保険料料ススケケーールルメメリリッットトをを活活かかししたた割割安安な保なな保保な保険険料料でで
　　　　　　　　　充実補償をご提供します充実補償をご提供します充実補償をご提供します充実補償をご提供し充充実実補補償償ををご提ごご提提ご提供供供供しまししまましますす！！！！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

（SJ22-12033から抜粋）

令和５年度

保険期間１年
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新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
令
和
４
年
度
相
談
実
績

は
、
相
談
者
数
４
３
１
人
、
延

べ
９
０
２
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

認
知
症
診
断
の
有
無
は
お
お

よ
そ
半
数
ず
つ
と
な
り
、
父
母

の
様
子
を
心
配
す
る
子
ど
も
か

ら
の
相
談
が
７
割
弱
を
占
め
ま

し
た
が
、
認
知
症
を
心
配
す
る

ご
本
人
か
ら
の
相
談
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

主
な
相
談
は
、
銀
行
通
帳
や

印
鑑
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
を

忘
れ
た
り
、
同
じ
物
を
買
っ
て

き
た
り
な
ど
、
認
知
症
の
行
動

や
症
状
の
対
応
に
つ
い
て
の
内

容
が
多
く
、
次
い
で
介
護
を
し

て
い
る
家
族
の
心
身
へ
の
ス
ト

レ
ス
、
そ
し
て
、
家
族
が
認
知

症
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ

る
介
護
保
険
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
拒
否
す
る
家
族
の
悩
み

や
、
運
転
免
許
に
関
し
て
本
人

か
ら
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
が
抱
え
る
様
々
な
心
配

事
や
悩
み
事
の
ご
相
談
を
、
福

祉
の
有
資
格
者
や
介
護
の
経
験

者
が
電
話
や
面
談
で
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
度
の
相
談
実
績
ま
と
め

区　分 R2年度 R3年度 R4年度

認知症 424 375 431

延べ件数 756 660 902

お気軽にご相談
ください

新潟県認知症コールセンター

相談電話
０２５－２８１－２７８３

（にんちしょう・なやみ）

相談時間　
月～金　９：00～ 17：00

■相談分類別件数
合
計

保健・医療
186 件（20.7%）

介護・介助
377 件（41.8%）

福祉サービス
170 件（18.8%）

経済・生活
30 件（3.3%）

権利擁護
17 件（1.9%）

家族・家庭
122 件（13.5%）

そ
の
他

若
年
性
認
知
症

認
知
症
予
防

認
知
症
へ
の
不
安

医
療
関
係
機
関

医

療

精
神
衛
生

そ
の
他

ス
ト
レ
ス
・
心
身
疲
労

介
護
・
介
助
方
法

行
動
・
症
状
対
応

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

介
護
保
険
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

自
動
車
運
転

趣
味
・
余
暇
活
動

仕

事

保
険
・
年
金
・
手
当

生

計

そ
の
他

人

権

虐
待（
高
齢
・
障
害
）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

成
年
後
見

相
続
・
財
産

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫

婦

家

族

人
生
（
単
身
）

902 3 3 9 79 31 41 20 12 157 31 177 6 62 102 4 11 1 2 1 11 0 1 1 1 7 7 5 16 4 91 6

（単位：件）

『認知症』早期発見のめやす 《出典／公益社団法人認知症の人と家族の会》
日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験からまとめたものです。
医学的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてください。
●もの忘れがひどい
□ 1．今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる
□ 2．同じことを何度も言う・問う・する
□ 3．しまい忘れ置き忘れが増え、いつも探し物をしている
□ 4．財布・通帳・衣類などを盗まれたと人を疑う
●判断・理解力が衰える
□ 5．料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった
□ 6．新しいことが覚えられない
□ 7．話のつじつまが合わない
□ 8．テレビ番組の内容が理解できなくなった
●時間・場所がわからない
□ 9．約束の日時や場所を間違えるようになった
□10．慣れた道でも迷うことがある

●人柄が変わる
□11．些細なことで怒りっぽくなった
□12．周りへの気づかいがなくなり頑固になった
□13．自分の失敗を人のせいにする
□14．「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた
●不安感が強い
□15．ひとりになると怖がったり寂しがったりする
□16．外出時、持ち物を何度も確かめる
□17．「頭が変になった」と本人が訴える
●意欲がなくなる
□18．下着を替えず、身だしなみを構わなくなった
□19．趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった
□20．ふさぎ込んで何をするのも億劫がりいやがる

《いくつか思い当たることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。》

〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419
島津印刷株式会社

・お問い合わせ・

ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

樋
口
美
和
子
講
師

　
（
県
介
護
福
祉
士
会
理
事
）

 

● 

誰
も
が
年
を
重
ね
、
い
つ

か
は
誰
か
の
世
話
に
な
る
。
そ

れ
は
人
と
し
て
自
然
な
こ
と
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

誰
に
頼
り
助
け
を
求
め
る
か
？

● 
介
護
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
を
支
援
す
る
の
が
介
護
福
祉

士
だ
。
遠
く
の
身
内
よ
り
近
く

の
他
人
。

● 

介
護
を
仕
事
に
す
る
人
は

身
近
に
い
る
。
遠
慮
せ
ず
、
制

度
を
う
ま
く
使
っ
て
、
最
期
ま

で
楽
し
い
人
生
を
。

● 

３
大
介
護
は「
食
事
」「
排
泄
」

「
入
浴
」。
支
援
を
受
け
て
も
最
後

ま
で
口
か
ら
食
べ
、
ト
イ
レ
で
排

泄
、
慣
れ
た
浴
槽
で
気
持
ち
よ
く

清
潔
に
―
を
目
指
す
。

● 

認
知
症
の
人
は
「
何
も
わ

か
ら
な
い
」
の
で
な
い
。
誰
よ

り
も
一
番
、
心
配
で
悲
し
く
、

苦
し
い
の
が
本
人
だ
。

● 

認
知
症
の
人
へ
の
支
援
と

し
て
は
「
さ
り
げ
な
く
援
助
す

る
」「
温
か
く
見
守
る
」「
偏
見

を
持
た
ず
自
然
に
接
す
る
」
こ

と
が
望
ま
し
い
。

（
講
義
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
）

　

◇
な
る
ほ
ど
…
老
境
も
人
生

の
終
焉
も
避
け
ら
れ
な
い
が
、

他
人
で
あ
る
プ
ロ
の
介
護
を
受

け
、
少
し
で
も
長
く
日
常
生
活

を
送
れ
る
の
な
ら
、
あ
り
が
た

い
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
！

　

い
つ
か
は
誰
か
の
世
話
に

　
　

制
度
使
い
楽
し
い
人
生
を　

丸
山
敏
講
師

　
（
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
）

● 

令
和
４
年
度
12
月
末
現
在

の
県
全
体
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
１
万
１
１
２
件
。
前
年
同

期
比
３
１
４
件
増
加
。
年
代
別

で
は
29
歳
以
下
と
80
代
以
上
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。

● 

高
齢
者
で
相
談
の
多
い
商

品
・
役
務
は
①
商
品
一
般
②
化

粧
品
③
健
康
食
品
―
な
ど
と

な
っ
て
お
り
「
化
粧
品
」
の
相

談
件
数
が
増
え
て
い
る
。

● 

高
齢
者
は
特
殊
詐
欺
や
悪

質
商
法
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り

や
す
く
、高
齢
者
の「
資
産
」「
健

康
」「
不
安
」
が
狙
わ
れ
る
。

● 

悪
質
商
法
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
「
手
口
」
を
知
ろ
う
。

● 

架
空
請
求
に
対
し
て
は

「
無
視
す
る
」「
連
絡
し
な
い
」。

● 「
必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
、

情
報
商
材
や
利
殖
商
法
の
儲
け

話
に
も
要
注
意
。

● 「
お
試
し
」
と
思
っ
た
ら

定
期
購
入
だ
っ
た
！

● 

電
話
勧
誘
に
も
要
注
意
。

● 

身
を
守
る
最
強
カ
ー
ド
は

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」。

（
講
義
レ
ジ
ュ
メ
か
ら
）

　

◇
な
る
ほ
ど
…
情
報
商
材
購

入
な
ど
で
、
だ
ま
さ
れ
た
経
験

が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
大
き

な
金
額
で
は
な
い
が
今
も
悔
し

い
。
手
口
を
知
る
こ
と
は
被
害

防
止
に
直
結
し
そ
う
だ
。

　

狙
わ
れ
る
高
齢
者
の
資
産

　
　

被
害
防
止
へ
手
口
知
ろ
う

賢
い
消
費
者̶

悪
質
商
法
（
２
年
次
）

介
護
の
基
本
と
認
知
症
（
１
年
次
）

本
年
度
も
講
座
多
彩
に

知
る
喜
び 

輝
く
顔

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟

講
座
名
は
省
略
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

令
和
５
年
度
の
「
シ
ニ
ア
カ

レ
ッ
ジ
新
潟
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
２
類
か
ら
５
類
に

移
行
し
た
後
の
開
講
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
教
室

の
出
入
り
口
に
は
手
指
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
が
置
か
れ
た
も

の
の
、感
染
ピ
ー
ク
時
と
違
い
、

行
動
の
制
約
も
特
別
な
呼
び
掛

け
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
は
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
「
仲
間
づ
く
り
」
の
活
発

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
休
み
時

間
や
講
座
修
了
後
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
生
涯
の
仲
間
づ

く
り
が
可
能
で
、
会
場
や
年
次

に
よ
っ
て
は
早
く
も
連
絡
交
換

の
様
子
も
見
ら
れ
ま
す
。

感
染
禍
が
一
段
落
し
た
年
の

１
年
次
受
講
生
を
激
励
し
よ
う

と
、
石
上
和
男
学
長
が
「
学
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
寄
せ
て
い
ま

す
（
別
掲
）。

令
和
５
年
度
の
入
学
生
募
集

は
例
年
通
り
、
春
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

新
入
学
生
で
あ
る
１
年
次
は

３
会
場
併
せ
て
計
１
７
１
人
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
別
に
み
る

と
、
新
潟
は
１
０
９
人
、
長
岡

は
35
人
、
上
越
は
27
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

最
高
齢
は
89
歳
、
平
均
年
齢

は
70
歳
で
す
。

今
年
度
の
１
年
次
は
抽
選
を

せ
ず
、
希
望
者
は
全
員
が
入
学

で
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
事
務

局
は
「
抽
選
で
入
学
を
お
断
り

す
る
こ
と
も
な
く
、
全
員
を
カ

レ
ッ
ジ
へ
ご
案
内
で
き
た
。
実

り
の
多
い
学
び
の
場
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」

（
石
上
和
男
学
長
、
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
）
は
新
潟
と
長
岡
、
上
越
の
３
会
場

と
も
５
月
に
２
年
次
、
６
月
に
１
年
次
が
そ

れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
通
り
、

順
調
に
講
座
を
重
ね
て
い
ま
す
。
各
会
場
に

は
学
ぶ
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
シ
ニ
ア
た
ち
が
集

ま
り
、多
様
な
講
義
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

【
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

ご
入
学
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
は

平
成
30
年
に
開
学
し
ま
し
た
。
前

身
で
あ
る
、
平
成
元
年
発
足
の
新

潟
県
高
齢
者
大
学
と
合
わ
せ
、
卒

業
生
は
９
６
９
５
人
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

当
カ
レ
ッ
ジ
は
学
習
機
会
を
提

供
す
る
一
方
、
仲
間
づ
く
り
や
地

域
活
動
な
ど
様
々
な
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多

彩
な
講
座
を
用
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
禍
の
収
束
に
は
な

お
時
間
を
要
す
る
状
況
で
す
が
、

昨
今
の
社
会
動
向
を
踏
ま
え
、
当

カ
レ
ッ
ジ
も
こ
れ
ま
で
の
制
限
を

一
部
緩
和
し
開
講
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
基
本
的
な
感
染
対
策

に
留
意
し
つ
つ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

の
交
流
を
深
め
、
新
た
な
交
友
関

係
を
築
い
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で

す
。最

後
に
、
学
び
を
地
域
へ
還
元

す
る
一
方
、
社
会
で
も
活
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
学
長

石
上

和
男

（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
順
調

３
会
場

教
室
に
学
ぶ
意
欲
満
ち

学
び
と
仲
間
づ
く
り
を 石上　和男学長

「新潟県の歴史～江戸時代の新潟町」＝６月27日、新
潟会場

「実践者から学ぶ地域福祉と協働」＝５月15日、長岡
会場

「他国の文化にふれる～ベトナムの魅力を探る」＝６月
16日、上越会場
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第852号

団体名 助成額
（単位：千円）

フードパントリー北区（新潟市北区） 300
愛宕福祉会（新潟市北区） 300
にいがた子育ちステイション（新潟市東区） 300
新潟市母子福祉連合会（新潟市中央区） 300
新潟県母子寡婦福祉連合会（新潟市中央区） 300
フードバンクにいがた（新潟市中央区） 300
秋葉区・食料×生活支援プロジェクト
実行委員会（新潟市秋葉区） 300

長岡福祉協会
長岡市パーソナル・サポートセンター（長岡市） 300

上越地区手をつなぐ育成会（上越市） 300
くびき野NPOサポートセンター（上越市） 300
NPOさんじょう（三条市） 300
三条おやこ劇場（三条市） 300
新潟県フードバンク連絡協議会（三条市） 300
フードバンクしばた（新発田市） 300
フードバンクおぢや（小千谷市） 300
フードバンクかも・たがみ（加茂市） 300
フードバンクみつけ（見附市） 300
フードバンクさんぽく（村上市） 300
フードバンクむらかみ（村上市） 300
おたがいさま食堂（燕市） 300
フードバンクつばめ（燕市） 300
ピーカブー（五泉市） 300
フードバンクさど（佐渡市） 300
胎内市フードバンク協議会（胎内市） 300
茶めえ・夜なべの会（南魚沼市） 300
フードバンクあが（阿賀町） 300
フードバンクせいろう（聖籠町） 300

合計27団体 8,100

赤
い
羽
根

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ

福
祉
活
動
応
援
助
成

令
和
５
年
度  

団
体
一
覧

新
潟
県
共
同
募
金
会
が
募
集
し
て

い
た
「
令
和
５
年
度

赤
い
羽
根

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
（
新
型
感
染
症
）

社
会
に
向
け
た
福
祉
活
動
応
援
助

成
」
の
助
成
を
受
け
る
県
内
の
団
体

が
決
ま
り
ま
し
た
。

一
覧
表
の
と
お
り
、
今
年
度
は
27

団
体
と
な
り
ま
し
た
。
助
成
額
は
１

団
体
30
万
円
で
、
総
額
８
１
０
万
円

で
す
。

助
成
対
象
の
主
な
事
業
は
、
相
談

支
援
事
業
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
事
業
、

ひ
と
り
親
世
帯
や
生
活
困
窮
世
帯
へ

の
食
料
支
援
事
業
な
ど
で
す
。

本
助
成
は
、
10
月
か
ら
始
ま
る
赤

い
羽
根
共
同
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
募

金
等
で
実
施
し
ま
す
。
募
金
に
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
福
祉
活
動

本
年
度
助
成

27
団
体
決
定

福
祉
系
の
、
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
、
希
薄
に
な
っ
た
地
域
の
支
え

合
い
の
復
活
が
目
標
と
い
う
。
い

わ
く
「
支
え
合
い
に
よ
り
、
最
期

ま
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

地
域
を
目
指
し
た
い
」
と
。

は
た
、
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

「
そ
の
人
ら
し
く
」
と
は
？

例
え
ば
、
わ
が
身
。
毎
日
、
晩

酌
す
る
。
夕
食
後
は
積
ん
読
の
山

を
崩
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
知
識
を

広
げ
た
り
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
だ
が
、
お
酒
が
入
っ
て
し
ま
え

ば
、
さ
さ
や
か
な
向
上
心
な
ど
一

瞬
で
吹
き
飛
ぶ
。

一
方
、
職
場
で
は
若
手
か
ら
も

上
司
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
朗
ら
か

に
談
笑
し
、
仕
事
を
無
難
に
そ
つ

な
く
こ
な
す
。
そ
れ
が
理
想
な
の

だ
が
、
現
実
は
す
べ
て
真
逆
だ
。

理
想
通
り
に
行
く
日
は
な
い
。

怠
惰
に
流
さ
れ
る
、
現
実
の
無

様
な
生
き
方
を
他
人
か
ら
「
そ
れ

こ
そ
、
あ
な
た
ら
し
い
」
と
言
わ

れ
た
ら
カ
チ
ン
と
来
る
。
放
っ
て

お
い
て
く
れ
。「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
、
先
述
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

ピ
リ
っ
と
も
、
キ
リ
っ
と
も
し

な
い
現
実
の
日
々
。
そ
れ
が
「
最

期
ま
で
続
く
お
手
伝
い
を
し
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
ら
…
。
将
来
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
自
分
に
、

施
設
職
員
た
ち
が
寄
っ
て
た
か
っ

て
、
ぐ
う
た
ら
生
活
を
再
現
し
て

く
れ
る
っ
て
い
う
の
か
？

勘
弁

し
て
く
れ
、
ま
っ
ぴ
ら
ご
め
ん
だ
。

人
生
の
最
期
に
「
理
想
の
生
き

方
」
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
高
齢

者
向
け
サ
ー
ビ
ス

が
あ
れ
ば
飛
び
付

き
た
い
の
だ
が
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ん

か
ど
な
た
か
、
考

え
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
（
冷
や
水
）

理想追い求めたいが…

「
そ
の
人
ら
し
く
」
と
は Vol.68
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村
上
市
で
の
罹
災
証
明
書
発

行
は
１
３
０
０
世
帯
余
り
。
む

ら
か
み
見
守
り
支
援
セ
ン
タ
ー

に
生
活
支
援
相
談
員
と
し
て
鈴

木
恵
子
さ
ん
が
配
置
さ
れ
た
昨

年
12
月
下
旬
、
被
災
者
訪
問
は

３
分
の
２
が
未
着
手
だ
っ
た
。

年
度
末
ま
で
の
３
カ
月
間
で

訪
問
一
巡
目
を
目
指
し
た
が
、

昼
間
、
不
在
の
被
災
者
宅
が
多

か
っ
た
う
え
、
道
路
事
情
の
良

く
な
い
冬
場
と
あ
っ
て
、
相
談

員
３
人
で
の
訪
問
に
は
限
界
が

あ
っ
た
。

し
か
し
、
被
災
者
の
現
況
把

握
は
急
務
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
決
ま

り
、
現
況
把
握
を
年
度
末
ま
で

に
一
巡
さ
せ
た
」

一
方
、
関
川
村
で
の
罹
災
証

明
書
は
約
３
３
０
世
帯
。
関
川

村
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
今
年
１
月
、
配
属
さ
れ
た
、

生
活
支
援
相
談
員
の
佐
藤
英
子

さ
ん
は
村
役
場
に
長
年
勤
め
た

経
験
が
生
き
た
。「
被
災
者
に

顔
な
じ
み
が
多
く
、
訪
問
し
や

す
か
っ
た
」
と
、
多
い
日
で
１

日
10
〜
20
軒
回
っ
た
。

被
災
者
訪
問
で
は
健
康
状
態

や
困
り
事
な
ど
、
何
で
も
話
を

聞
い
た
。
中
で
も
住
宅
再
建
や

車
購
入
な
ど
、
生
活
再
建
は
資

金
と
切
り
離
せ
な
い
。「
お
金

の
こ
と
は
、
相
談
員
も
ど
う
に

も
な
ら
な
い
。
聞
い
て
い
て
つ

ら
か
っ
た
」
と
佐
藤
さ
ん
。

村
上
の
鈴
木
さ
ん
も
被
災
者

の
２
重
３
重
の
ロ
ー
ン
に
心
を

痛
め
る
。「
被
災
地
の
一
つ
、

荒
川
の
新
興
住
宅
地
に
は
若
い

世
代
の
家
が
多
い
。
そ
こ
で
住

宅
が
被
災
し
、
住
民
は
ま
た
借

金
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
車
を
ダ

メ
に
し
た
世
帯
も
多
く
、
車
な

し
で
は
生
活
で
き
な
い
の
で
、

ま
た
ロ
ー
ン
を
重
ね
る
」

２
人
と
も
被
災
者
の
健
気
な

言
葉
に
心
打
た
れ
た
。

「
も
っ
と
大
変
な
人
も
い
る

か
ら
」「（
借
金
返
済
に
は
）
元

気
で
働
く
し
か
な
い
ね
」

答
え
の
出
な
い
相
談
も
多

い
。「
泣
き
出
す
被
災
者
も
い

た
け
ど
、
人
間
は
気
持
ち
を
吐

き
出
す
こ
と
、
し
ゃ
べ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
た
」
と
、
２

人
で
う
な
ず
き
合
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
今
も
訪

れ
、マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ヨ
ガ
、コ
ー

ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
被
災
者

を
和
ま
す
。生
活
支
援
相
談
は
、

こ
う
し
た
交
流
に
も
心
を
寄

せ
、
被
災
者
を
見
守
る
。

生
活
支
援
相
談
員

被
災
者
に
寄
り
添
い
続
け
思
う

「
再
建
」め
ど
見
え
ぬ

「
再
建
」め
ど
見
え
ぬ

ロ
ー
ン
２
重
３
重
に

住
宅
や
車
被
害

県北豪雨災害から１年

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
県
北
豪
雨
災
害
か
ら
８
月
初
旬
で
１
年
。
被
災
地
の
復
旧

は
進
ん
だ
よ
う
に
見
え
る
が
、
土
木
や
河
川
な
ど
に
災
害
の
爪
痕
は
今
も
残
り
、
住
宅
を

失
う
な
ど
し
た
被
災
者
の
生
活
再
建
も
途
上
だ
。
村
上
市
と
関
川
村
に
は
生
活
支
援
相
談

員
が
３
人
ず
つ
置
か
れ
、
被
災
者
宅
を
訪
問
し
て
困
り
事
を
聞
く
な
ど
、
生
活
再
建
に
寄

り
添
う
。
３
人
の
う
ち
、
２
人
は
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
所
属
。
残
る
１
人
は
県
社

協
所
属
で
、
そ
の
相
談
員
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
な
ど
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

押し寄せた泥との格闘が炎天下で続いた、水害後
の被災地＝2022年８月12日、関川村湯沢

生活支援相談員
村上の鈴木恵子さん

生活支援相談員
関川の佐藤英子さん

【
生
活
支
援
相
談
員
】
昨
年
８

月
の
災
害
直
後
、
村
上
市
と
関
川

村
に
設
置
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴

い
、
昨
年
10
月
、
村
上
と
関
川
に

そ
れ
ぞ
れ
「
む
ら
か
み
見
守
り
支

援
セ
ン
タ
ー
」「
関
川
村
地
域
さ

さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ

れ
、
生
活
支
援
相
談
員
が
２
人
ず

つ
配
置
さ
れ
た
。

相
談
員
は
、
被
災
者
の
生
活
再

建
や
ケ
ア
を
目
指
し
被
災
者
訪
問

を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
両
市
村

と
も
県
社
協
所
属
の
生
活
支
援
相

談
員
が
１
人
増
員
さ
れ
た
。
昨
年

12
月
中
旬
、
村
上
に
配
置
さ
れ
た

鈴
木
恵
子
さ
ん
は
社
協
の
勤
務
経

験
者
。
関
川
に
今
年
１
月
、
配
置

さ
れ
た
佐
藤
英
子
さ
ん
は
村
の
元

職
員
。
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「
社
協
っ
て
何
す
る
所
な

の
？
」
―
。
そ
ん
な
質
問
に

「
小
説
を
募
集
し
て
い
る

社
協
も
あ
る
よ
」
と
答
え

た
ら
…
。
相
手
は
口
あ
ん

ぐ
り
、
さ
ぞ
や
痛
快
で
は
。

「
福
祉
に
い
が
た
」
先
月
号

に
紹
介
し
た
、
新
潟
市
西

区
社
協
の
地
域
福
祉
文
学

大
賞
は
出
色
の
企
画
だ
ろ

う
。
福
祉
に
関
し
た
小
説

を
９
月
末
締
め
切
り
で
募

集
し
て
い
る
。

ぶ
っ
飛
ん
だ
発
想
の
た

ま
も
の
か
。
ま
ず
、
文
学
大

賞
の
企
画
自
体
が
社
協
っ

ぽ
く
な
い
。「
民
生
委
員
が

活
躍
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
を

読
ん
で
み
た
い
」
な
ど
、
か

け
ら
も
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ど
だ
い
、
民
生
委

員
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
社
協
に
焦
点

を
当
て
た
小
説
が
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
の
か
。

「
な
い
な
ら
作
品
募
集
し

よ
う
。
読
ん
で
み
た
い
か

ら
」
―
。
そ
の
発
想
と
思
い

切
り
の
良
さ
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
た
く
ま
し
く
生

き
ら
れ
よ
う
。
驚
い
て
い

る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
な
ぁ
。

職
種
の
枠
や
前
例
に
と
ら

わ
れ
ず
、
限
界
を
作
ら
な

い
発
想
を
こ
そ
、
見
習
い

た
い
も
の
だ
。

（
佐
）

編
集
後
記

身
寄
り
の
な
い
人
た
ち
に

と
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会
・

地
域
づ
く
り
を
訴
え
、
沖
縄
か

ら
北
海
道
へ
の
列
島
縦
断
、
徒

歩
１
人
旅
に
挑
ん
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
身
寄
り
な
し
問
題
研
究
会
」

（
新
潟
市
中
央
区
）
の
須
貝
秀

昭
代
表
理
事
が
７
月
10
日
午
後

１
時
前
、
ゴ
ー
ル
の
北
海
道
・

宗
谷
岬
に
到
達
し
た
と
、
自
身

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
書
き
込

み
ま
し
た
。
予
定
し
た
日
程
通

り
で
、
約
３
３
０
０
㌔
を
99
日

間
か
け
歩
い
た
旅
で
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
宗
谷

岬
に
立
つ
「
日
本
最
北
端
の
地

の
碑
」
を
バ
ッ
ク
に
し
た
記
念

写
真
や
、
稚
内
市
役
所
発
行
の

「
最
北
端
到
達
証
明
書
」
を
手

に
し
た
写
真
も
投
稿
。

「
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
！

皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
！
」
と
感
謝

を
記
し
て
い
ま
す
。

須
貝
代
表
理
事
に
よ
る
日
本

列
島
縦
断
徒
歩
の
旅
は
、
身
寄

り
な
し
問
題
に
向
き
合
う
大
切

さ
を
全
国
各
地
で
訴
え
よ
う
と

計
画
。
今
年
４
月
３
日
、
沖
縄

本
島
最
南
端
の
喜き

屋ゃ

武ん

岬
か
ら

１
日
30
㌔
前
後
を
歩
い
て
北

上
、
九
州
か

ら
本
州
の
日

本
海
側
を
歩

い
て
県
内
も

通
過
し
北
海

道
へ
進
み
ま

し
た
。

身
寄
り
な
し
問
題
掲
げ
徒
歩
旅

99
日
間
約
３
３
０
０
㌔

沖
縄
発

北海道・宗谷岬で記念撮影し列島
縦断達成を喜ぶ須貝秀昭さん＝
７月10日（フェイスブックより）

ＮＰＯ・須貝代表

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

８月2023年

第
四
北
越
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
（
Ｆ
Ｇ
、
新
潟
市
）

は
７
月
13
日
、
一
般
財
団
法
人

「
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
」
の
精
算
に
伴
う
残
余

財
産
の
一
部
５
０
０
万
円
を
新

潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

し
ま
し
た
。
県
社
協
は
県
内
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
20
団
体
に
配
分

す
る
予
定
で
す
。

寄
付
は
第
四
北
越
銀
行
創
立

１
５
０
周
年
事
業
の
一
環
で
、

長
岡
市
に
も
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ 第四北越ＦＧから県社協へ寄付金贈呈の後の

記念撮影

ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は

第
四
北
越
Ｆ
Ｇ
の
殖
栗
道
郎
社

長
が
「（
今
回
の
寄
付
金
を
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
社
協

の
竹
内
希
六
会
長
に
目
録
を
手

渡
し
ま
し
た
。

新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
は
旧
第
四
銀
行
か
ら
の

基
金
で
設
立
さ
れ
、
第
四
銀
行

と
北
越
銀
行
の
合
併
に
よ
り

２
０
２
１
年
12
月
末
日
に
解

散
。
業
務
は
第
四
北
越
リ
サ
ー

チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式

会
社
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
精
算

第
四
北
越
Ｆ
Ｇ

県
社
協
に
500
万

フ
ー
ド
バ
ン
ク
20
団
体
へ

残余財産の一部寄付


